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ここではタ 本科研の最終年度である平成 理容年度に中心的に展開された,web公開授業
について, そのシステムとコンセプ トを中心に説明し,また, それをどのように電子メデ
ィアを使用した相互研修として位置づけていくかに関して書かれたものをタ 掲載している｡
we毎公開授業は現在開発段階であり, 試行的な運周がなされているにすぎない｡しか























































り方, すなわち, ひとつの主観が呈示されてしまうので, 同じことであるOまた, 実際問
題 と し て映像 2 も 映像 且と同じく固定カメラで撮影され た 映像としてしまうと臨 場 感が却
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って乏しくなってしまう｡これに対してタ 映像2を撮影者の由由撮影とするとタ そ の 映像
は撮影者が授業に臨場して感じていた ｢生 の 感じ方｣を含んだものとなる.日常生活にお
いてタ 私 た ちほ主体的 ⑳能動的に毎分 が 見 る ものを選択していると思うかもしれないがタ
実は 私 た ち の あいだには他人が視線を 向 けたものを見るジョイント◎アテンションが頻 繁
に 生 起 し てい る ｡ つまり私たちほふだんの生活でも, 人が見たものに注意を向けタ それも
含 ん で (す な わ ち 他 者の視線も含んで,私たちの見 えの世界は成立しているのである｡
と こ ろ で , カ メ ラ 2では授業開始前にタ教室全体の様子をゆっくりとカメラを動かしな
が ら 捉 え る と よ い.これによりタ視聴者には教室全体の様子がイメ-ジできタ 授業を想像
す る こ と が 容 易 となるOまたタ撮影開始時にはタ動きのある同じ対象を捉え て おくとタ 同
























鑑 三一 三 映 患 部 漬 集 シ 見 テ ム
芸｡溜審bl､公 開 謹 責 S;15,bS.:,鼠 テ ム




に至る｡その画面で ｢We鮎公開授業｣のボタンをクリックすると, 図 3のようなログイン









れぞれに亙Dとパスワ-ドが事前に発行されている.現在 は 試 行 ◎ 開 発 段 階 で あ り , これ
に関わっている教員 ◎研究者のみがログインできる｡
題B題 授薬選択園薗
互E3とパスワー ドが認証されログインをすると, 授業選択画面に至るOここではタ 視 聴可


















































































































































凱 今 後 ㊥展陳
芸｡乍 捜鮪的な側面
We態公開授業のシステムはタ将来的にはオ-プンソ-スとして, 全 国 の大 学の教員に閲
覧と投稿を公開する予定である.その際夕 毎分たちの授業を手軽 に 投稿できるよう,ユ-
ザ-由身が望画面を合成してアップロ- ドするためのソフトウェアの開発をおこなう予定
である｡
また, 現在のシステムでは, 授業のファイルを分割しなければならないが, 連続した動










ここで形成される相互研修の共同体のあり方はタ 本科研で実践した 済 Vやそれ以前の
監濫諸∵実践などにおける共同体とは, 幾分異なってくることが予想される｡すでにインター
ネット上に展開される学習共同体に関しては多くの実践があるがタ 一般にそれらでは参加




的である.この場合夕 読み手に必要とされるのは, 発言を特定の人の発言としてみて, そ








の形成をめざすことにはなる｡しかしながらタ 同時に顔を知らない入府が集 う中で, また,
個人ということが前面にでない形でタ どのように相互研修の共同体が形成 され運 営されて
いくのか, またそこで, どのような倫理が形成されていくのかタ またタ そ の運営のために
はどのような関わりをなせばよいのかといったこともタ 同時に 見 据え つ つ 研究していくべ
きであろう｡
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I.1=の2つの変化に同時に対応できるも の は な い
顔
w ebを利 用 した 公 開 授 業 とい う発 想
授 業の動画を公開し,それをもとにBBSを利
用 した授業検討会をおこなう
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映像に従って,授業者の 内 観 ,学生の内観
を報告してもらうことで,教 授 ･- 学習 に関す
る研究布
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他方､闇 Ⅴ郷 地 V舶 Univ耶柳 で
は ､ 京 大 学 教 育 学部の学生と鳴門教育太の現職
教 員 大学院生との混成班が､オフラインでの対
面抜きに､オンライン (ビデオチャット､掲示
板､ポリコム)のみで交流し､教育に関して自
分たちでテ-マを設定し協調学習を展開した｡
受講生たちは､オンラインでのディスカッショ
ンや共同作業を円滑におこなうための方略を自
分たちで発展させ､オンライシコミュニケ-シ
ヨンに対して自覚的になるとともに､逆に日常
の対面状況でごく自然におこなわれているコミ
ュニケーションについても､気づきを得た｡私
たちはこの学習を､大学教員の集団的自己形成
-と拡張する｡
･a 来撃敦畏F3931遠隔 e-Le遷雨唱磨きために
良き教え手であるためには､良き学び手でな
ければならない｡e-Leamimgについても同様で
ある｡学習者の視点にたってこの特異な教育様
式を活用するためには､教員自身が学習者の立
場を経験していなければならない｡しかし､教
員のためのe-Leamingの場は､きわめて限られ
ている｡今日､大学教員の教育能力を開発する
FI⊃(プアか レティ◎ディベロップメント)が盛
んにおこなわれているが､ここにe-血 gを
活かすことによって､在来型の教員研修を超え
て､e-iJe劉血gの教授法も含めた研修を実施す
ることができる｡わけても､時間と空間の制約
から比較的自由に研修ができる遠隔e-Leaning
は､本来の FDにとってもかなり魅力的である｡
大学教員のための遠隔e-捷amingをどのよう
にデザインするか｡いくつかの構想がありうる｡
ひとつは､授業改善に役立づコンテンツを発信
することである｡授業改善のヒント集､授業に
役立っツールなどである｡しかし本来の FDは､
初歩的基礎的な部分を除けば､体系的なプログ
ラムにはあまりなじまない｡教員の研修は､
個々の教員が教育実践において具体的で個別的
特殊的な問題に直面することを想定して､事例
研究的であるほかはない｡その際､大きな同質
性と小さな異質性をもつ複数の教員集団による
集団的事例研究は､自分たちの状況構成力を相
互的 ◎自省的に深く耕すという意味で､きわめ
て有意義である｡大学教員の遠隔e一触 gで
は､このように相互に学びあう場が提供されて､
事例研究的相互研修がなされるべきである｡
私 東学敵背拳･tSig臣Lrlsr3-夕騎購患
以上の考えに従い､本センターは､ ｢大学教
育ネットワーク｣という大学教員の相互研修の
場をWebに構築しつつある｡このネットワー
クは､①各自の授業実践の記録やツールを持ち
寄り紹介しあい､異なる大学や遠隔地にいる大
学教員どうしの交流をうながす ｢大学授業デー
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タベース｣､②毎年本センターが主催している､
大学教育改善に関する実践研究報告の場である
大学教育研究フォーラムの発表記録等を保管し
ておく ｢大学教育フォーラムア-カイヴ｣､③
京都大学固有の教育問題に即して､学内向けに
教育改善のための情報を発信し交流する ｢学内
FDデータベース｣､④各自の授業を撮影した
映像 (動画)を公開し､電子掲示板上で授業検
討会をおこなう ｢web公開授業｣､から構成さ
れている｡
通常の一方通行型e-Leamingのデザインとは
異なり､大学教育ネットワークには､次のよう
な双方向的 ｡循環的な特徴がある｡このネット
ワークは､相互に研修しあう大学教員に対して､
様々な事例を提供することによってe-LJeaming
を含む日常的FD活動の現状の全体を僻轍させ
て､自分たちの FD活動の新たな組織化を促し､
こうして促された活動の履歴を蓄積し､それに
よってさらに新たな僻轍を可能にするという､
循環的な相互研修サイクルの生成をめざしてい
るのである｡
これまでのe一m盟mingは､学習者の学習の一
部として､局所的に利用されてきた｡つまり､
忠-Leamingはあらかじめデザインされた学習活
動全体の一部を占めたのである｡これに対して､
大学教育ネットワークでは､e-1Jeamingこそが､
教員の学習活動の全体を水路付けし組織する役
割を果たすことが目指されるのである｡端的に
いえば､e-Learningのうちに､あらゆる学習活
動を位置づけようとしているのである｡
5.汀◎教育的潜勢劫を清岡するために
以上述べてきたように､私たちの2つの遠隔
e-Leaming実践と1つの遠隔大学教員研修企画
は､いずれも､Yrを､教育者 ｡学習者の状況
構成力の精一杯発現される ｢場｣ として活用し
ようとする試みである｡つまり､この試みは､
昔Tを､技術合理性のコントロールの下での<汀
利用教育>という在来の技術主義的くびきから
解放し､その教育的潜勢力を可能な限り活かそ
うとするのである｡
